
別表２

６．福祉社会コース専⾨プログラム（１０単位）

（１）プログラムの目的

（２）プログラムの学修到達目標

（３）履修資格

令和６年度以降に入学した者

（４）履修手続

（５）修了要件

次の要件を全て満たすこと。

二　下記履修表により履修し，計10単位以上を修得すること。

（６）履修証明書交付要件

次の要件を全て満たすこと。

（７）構成する授業科目及び履修方法

次の履修表により履修すること。

履修表（令和６年度以降入学生用）

科目区分 授業科目名 単位数 必修 選択

障害者福祉論 ２

児童福祉論 ２

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ２

ソーシャルワークの理論と方法Ⅲ ２

ソーシャルワークの基盤と専門職（専門） ２

精神保健福祉の原理Ⅰ ２
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合　　計

福祉社会コース専門プログラムは，福祉社会コースの専門科目から構成されている。本コース受講生は，社会福祉分野の各教員
の講義を通じて，社会福祉学の理論や援助方法論を理解するとともに，福祉を多様な視点から相対化する姿勢を涵養し，福祉の
現場で求められる対人支援の基礎を身につけることができる。

本プログラムを履修する者（以下，「履修者」という。）は，次の各号の申請・提出により，履修手続きをしなければならない。

一　本プログラムの履修申請

二　その他本学が必要と認める書類

一　所属する学部・学科又は課程の卒業要件を満たすこと。

一　３年次以上の学生であること。

二　選択科目を10単位修得済み，または履修中であること。

①人間が抱える諸問題について，社会福祉学の研究方法に基づいて，論理的に考察することができる。

②人間が抱える福祉的諸問題について，必要な情報や客観的データ等を的確に判断し，収集・分析することができる。

③人間が抱える福祉的諸問題を発見・探求し，その解決方法を構想することができる。

④人間が抱える福祉的諸問題の解決に向けて主体的に関与することができる。
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